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Odagami Naonori

　本年度ふるさと創生委員会の委員長を務めます。
社会開発部門として、愉しく交流しながら地域を笑顔に
変える活動に地域の方々と協力し取り組んでまいります。
事業や例会を通して、まちが一体となり「まちづくり」を
おこなうことの大切さを知り、継続して取り組み続けるべ
き活動について考えます。
　私たち自身が愉しみながら活動することはもちろんのこ　私たち自身が愉しみながら活動することはもちろんのこ
と、まちに笑顔があふれるよう精一杯努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

　 愉しさ(Fun)を発信（UP）する役目を委員長として担わ
せていただくこととなりました。
　入会２年目でのこの役割を担う意味を考えながら今年一
年は「切れ目の無い広報」を念頭に様々な角度から大竹青
年会議所の活動をお伝えできればと思います。
　各例会や行事の縁の下の力持ちとなれるよう委員をはじ
め会員と協力し、愉しむ機会の創造と発信に努めて参りめ会員と協力し、愉しむ機会の創造と発信に努めて参り
ますので、よろしくお願いいたします。

Fun to UP委員会 委員長
小 田 上　尚 典

ふるさと創生委員会 委員長
岩 﨑　静 穂

Iwasaki Shizuho

　入会５年目にして初めての委員長を仰せつかりました。
 パーソナルブランディングとは、【組織内での個人の価値】
を指します。　　
　即ち青年会議所という組織の中で、１人１人が役割と特
性を認識し、仲間たちと切磋琢磨するこ とで魅力溢れる人
財集団になるはずです。
　新入会員を預かる身として、この会の素晴らしさや仲間　新入会員を預かる身として、この会の素晴らしさや仲間
の大切さをしっかりと共有し、青年会議所に入って良かっ
たと思ってもらえるよう、至誠実行の精神で邁進して参り
ますので、宜しくお願い致します。

パーソナルブランディング向上委員会 委員長
中 野　友 博

Nakano Tomohiro

パーソナルブランディング向上委員会 委員長
中 野　友 博

ふるさと創生委員会 委員長
岩 﨑　静 穂



２０２０年度 新入会員紹介

　この度、大竹青年会議所に入会いたしました、株式会社栗本五
十市商店の栗本尚明と申します。
　今までは外のことに目を向ける余裕がありませんでしたが、
少しずつ時間や心にゆとりが出来てきました。
　そんな今だからこそ何か出来るのではと考え入会いたしました。
　ここで多くのことを学び、大竹市のために貢献できるよう頑張
ります。よろしくお願いいたします。ります。よろしくお願いいたします。

　小田光株式会社の小田一輝と申します。
青年会議所では今まで自分が見えなかった世界と自分を開拓して
いきたいと思います。
　また、得意分野のシステム関連の知識と技術を青年会議所、
大竹に活かし、大竹の未来がより良いものとなるよう頑張ります。
　ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

www.otakejc.com/

２０２０年度 一般社団法人 大竹青年会議所 発行　

今回広報誌の作成にご協力いただいた皆様ありがとうございました。
広報誌やHP、Facebookをはじめ、今年からはTwitter、YouTubeなど
様々な媒体で2020年度の愉しさを発信をしていきますので、
次号も暖かく見守っていただけると嬉しく思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集後記：小田上 尚典

Kurimoto Takaaki

Oda Kazuki

株式会社　栗本五十市商店

小田光株式会社

栗 本　尚 明

小 田　一 輝（３０歳）

（３７歳）


